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田中主水家仏師関係史料 

たなかもんどけぶっしかんけいしりょう 

 

分野／部門 

有形文化財／歴史資料 

 

管理責任者 

宗教法人 法音寺 （ほうおんじ） 

 

所在地 

大阪市天王寺区生玉町 

 

紹介 

 

田中主水家仏師関係史料 

 

 江戸時代の大坂には、京都や奈良から移住してきたとみられるたくさんの仏師が工房を構

え、活発に造仏活動を行っていた。全国的にもその作例は多く残っているとみられるが、不明

な部分も多い。この大坂仏師の中で、四天王寺の仏師職（ぶっししき）を務めていた田中主水

家は、最もよく知られた仏師のひとりである。京仏師の七条左京家（しちじょうさきょうけ）か

ら別れ、17 世紀末には大坂に移り、心斎橋筋などに工房があった。現在、史料は菩提寺の法

音寺に納められている。四天王寺仏師職の補任（ぶにん）に関する文書や、仏師系図などを含

み、大坂仏師について考えるうえでの重要な史料である。 

https://www.city.osaka.lg.jp/kyoiku/cmsfiles/contents/0000570/570831/11tanakamondokebussikankeisiryou(sojyou).jpg
https://www.city.osaka.lg.jp/kyoiku/cmsfiles/contents/0000570/570831/11tanakamondokebussikankeisiryou(sojyou).jpg
https://www.city.osaka.lg.jp/kyoiku/cmsfiles/contents/0000570/570831/11tanakamondokebussikankeisiryou(sojyou).jpg

